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　２０１０年は、日本経済が低迷し、国民生活が厳しさを増

すもと、消費税・法人税などの税制や財政問題が国民的な議

論となりました。また、沖縄・普天間基地や尖閣諸島、北方

領土問題など日本の安保・外交政策が大きく問われる年とな

りました。

 ７月の参議院選挙では、民主党ブームが過ぎ去ったことが

明瞭になり、年の瀬を迎えた今、菅政権の支持率は大きく落

ち込んでいます。内政・外交ともに、これまでの政治の枠組

みを本気になって乗り越え、暮らしと平和を守る新しい政治

をつくることが求められています。

　羽村市では税収が大きく減り、市政のあり方がこれまで以

上に鋭く問われています。駅前整備がはじまった羽村駅西口

区画整理事業の見直しは、ますます重要な課題となっていま

す。

　激動の２０１０年、しんぶん赤旗をお読みいただいた皆さ

んには大変お世話になり、ありがとうございました。

 ２０１１年はいっせい地方選挙の年になります。暮らし守

る政治をつくるため、日本共産党は全力をつくす決意です。

　皆さんのひきつづくご支援を、心からお願いいたします。

日本共産党羽村市委員会は、以上の報道をおこないました。

★次回の無料法律相談は２月

８日(火)午後１時半からです。

電話でお申し込みください。

・中原554-1163

・市川554-1140

・鈴木080-1058-9450

・倉田080-3460-0064　まで。

日本共産党

羽村民報原稿　２０１１年１月１８日

＜大見出し１＞
暮らしきびしい中、国民健康保険税の値上げおこなうべきでない
－－３５５０円値上げの答申だされるもと、並木市長へ申し入れ

１７日に共産党羽村市議団と倉田まなぶさんは、並木市長に対し、国民健康保険税
の値上げをおこなわないことを求める申し入れをおこないました。市長は十分に検
討すると答えました。申し入れの全文は以下のとおりです。

羽村市長　並木心　様

国民健康保険税の引き上げをおこなわないことを求める申し入れ書

２０１１年１月１７日

日本共産党羽村市議団
中原雅之
市川英子
鈴木拓也

羽村市くらし・雇用対策相談員
倉田学

　日ごろからの市政運営へのご尽力、ごくろうさまです。
　さて、昨年１２月２０日に、羽村市国民健康保険運営協議会から市長あてに、羽
村市国民健康保険税の適正化について（答申）が出されました。その内容は、「国
民健康保険に係る保険給付費が著しく増加しているから」として、被保険者一人当
たり平均３，３５０円、国民健康保険税を今年４月から引き上げることを求めるも
のです。
　しかし、長引く不況のもとで、市民の暮らしはたいへん厳しい現状にあります。
日本共産党羽村市議団がおこなった市民アンケートでは、「暮らしが苦しくなって
いる」と多くの市民から回答が寄せられ、国保税の負担が重いとの指摘も寄せられ
ています。
　確かに、国保会計は医療費の増加により、一般会計からの繰入金が年々増加する
など、厳しい状況にあります。しかし、国民健康保険の被保険者はもともと所得の
低い市民が多い上に、定年やリストラ等で健康保険等から移ってきた市民も増えて
います。国保税のこれ以上の引き上げは、過大すぎる負担をそうした市民に背負わ
せることとなり、滞納額がますます増えるという悪循環もひきおこしかねません。
　国が負担額を引き下げ続けてきたことが国保会計の困難の大本にはありますが、
市民の命と健康をまもるために、羽村市は一般会計から国保会計へ必要な繰り入れ
をおこない、国保税をこれ以上引き上げないよう努力を続ける必要があると考えま
す。以上の趣旨から、下記のとおり申し入れをさせていただきます。
記

１、来年４月からの国民健康保険税引き上げはおこなわないこと
以上

１７日に共産党羽村市議団と倉田まなぶさんは、並木市長に対し、国民健康保険税の値上げを

おこなわないことを求める申し入れをおこないました。市長は十分に検討すると答えました。

申し入れの全文は以下のとおりです。

 -------------------------------------------------------------------------------------

羽村市長　並木心　様

国民健康保険税の引き上げをおこなわないことを求める申し入れ書

２０１１年１月１７日

日本共産党羽村市議団 中原雅之 市川英子 鈴木拓也

羽村市くらし・雇用対策相談員 倉田学
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　さて、昨年１２月２０日に、羽村市国民健康保険運営協議会から市長あてに、羽村市国民健康
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　しかし、長引く不況のもとで、市民の暮らしはたいへん厳しい現状にあります。日本共産党羽

村市議団がおこなった市民アンケートでは、「暮らしが苦しくなっている」と多くの市民から回

答が寄せられ、国保税の負担が重いとの指摘も寄せられています。

　確かに、国保会計は医療費の増加により、一般会計からの繰入金が年々増加するなど、厳しい

状況にあります。しかし、国民健康保険の被保険者はもともと所得の低い市民が多い上に、定年

やリストラ等で健康保険等から移ってきた市民も増えています。国保税のこれ以上の引き上げ

は、過大すぎる負担をそうした市民に背負わせることとなり、滞納額がますます増えるという悪
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　国が負担額を引き下げ続けてきたことが国保会計の困難の大本にはありますが、市民の命と健

康をまもるために、羽村市は一般会計から国保会計へ必要な繰り入れをおこない、国保税をこれ

以上引き上げないよう努力を続ける必要があると考えます。以上の趣旨から、下記のとおり申し
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記

１、今年４月からの国民健康保険税引き上げはおこなわないこと

 -------------------------------------------------------------------------------------

並木市長（右）へ申し入れ文書を手渡す鈴木たくや市議

（中）、倉田まなぶさん

倉田まなぶさん

鈴木たくや市議

今回、はじめて並木市長とお会いし、

国保税値上げストップの申し入れをお

こなってきました。この不況の中で、

国保税値上げなんてとんでもありませ

ん。払いきれない方がますます増えて

しまうと思います。市民の声を政治へ

届けるため、頑張ります。

１年間で平均給与が２４万円も減ったという異常事態に

あります。こうした下で、今でも高すぎる国保税を２年

連続で値上げすることは、絶対に認められません。

税金のむだ遣いを削り、払い続けられる国保税にするた

め頑張ります。


